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３月定例会

過去最大の大型予算を可決

市庁舎ほか建設工事に本格着手

　

平
成
31
年
度
は
、
第
五
次
総
合
計

画
後
期
計
画（
５
年
間
）の
初
年
度
。
新

た
な
施
設
の
整
備
や
公
共
施
設
の
耐

震
化
、長
寿
命
化
、地
方
創
生
交
付
金

事
業
に
取
り
組
む
昨
年
度
か
ら
の
積

極
的
な
予
算
編
成
に
引
き
続
き
、
過

去
最
大
規
模
の
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
長
は
新
年
度
の
予
算
編
成
に
あ

た
り
、「
国
の
制
度
の
活
用
は
も
と
よ

り
、
最
も
有
効
な
事
業
手
法
を
採
用

す
る
な
ど
の
財
源
対
策
を
行
う
と
と

も
に
、
交
付
税
措
置
の
あ
る
起
債
の

中
か
ら
最
も
有
利
な
起
債
を
選
択
す

る
な
ど
、
後
年
度
の
財
政
負
担
に
も

配
慮
し
た
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
歳
入
は
、
市
税
を
前

平成31年度予算

　

平
成
31
年
３
月
定
例
会
を
２
月
27
日
か
ら
３
月
19
日
ま
で
の

21
日
間
の
日
程
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

市
長
か
ら
施
政
方
針
の
説
明
を
受
け
、
提
案
さ
れ
た
報
告
２

件
、
一
般
議
案
23
件
、
予
算
議
案
21
件
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
、

最
終
日
に
追
加
提
案
さ
れ
た
一
般
議
案
１
件
、
予
算
議
案
２
件
、

人
事
案
件
３
件
の
議
案
を
含
め
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

　

な
お
、
一
般
質
問
は
12
名
の
議
員
、
予
算
総
括
質
疑
は
３
名

の
委
員
が
質
問
に
立
ち
、
当
局
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

特徴的な事業　※1万円未満切り捨て

◆新庁舎整備事業（16億7,060万円）
　概要：ＳＲＣ造、３階（一部４階）建て、延床面積8,205.51㎡

◆保育所等整備事業（4億4,878万円）
　市内の保育所、認定こども園（３施設）の施設整備に補助金を交付

◆公立置賜長井病院改修整備事業（1億1,442万円）
　概要：ＲＣ造、２階建て、延床面積4,200㎡、病床50床

◆長井小学校管理棟建設事業（3億5,447万円）
　概要：ＲＣ造、２階建て、延床面積1,314.14㎡（職員室、会議室等）

◆市民文化会館耐震等改修事業（10億5,642万円）
　内容：耐震補強、躯体（屋根、外壁等）改修、客席改修（幅広化）、 

　　　　ユニバーサルデザイン化（エレベーター設置、トイレ洋式化等）

◆社会資本整備総合交付金事業（道路維持・改良）（1億650万円）

　概要：維持１路線（280ｍ）、改良３路線（560ｍ）

◆社会資本整備総合交付金事業（都市再生整備）（7億2,350万円）
　概要：新設２路線(310ｍ）、改良１路線（220ｍ）

年
比
０.

６
％
増
の
32
億
６
５
４
万

円
、
国
県
支
出
金
を
37
．
３
％
増
の

33
億
５
５
８
５
万
円
と
見
込
み
ま
し

た
。
ま
た
、
各
種
補
助
事
業
や
地
方

創
生
交
付
金
事
業
の
ほ
か
、
市
民
の

要
望
に
幅
広
く
応
え
る
た
め
の
単
独

事
業
、
子
育
て
・
教
育
関
係
の
単
独

事
業
を
引
き
続
き
実
施
す
る
た
め
、

財
政
調
整
基
金
か
ら
３
億
２
２
０
０

万
円
を
繰
り
入
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

市
庁
舎
の
整
備
事
業
や
新
た
な
都
市

再
生
整
備
計
画
事
業
等
に
充
当
す
る

市
債
を
１
１
５
．
３
％
増
の
41
億
６

５
４
０
万
円
計
上
し
、
市
債
残
高
は

１
７
８
億
４
２
７
８
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

※水道事業会計除く

2

建 設 事 業

平成31年度各会計予算の総額

会計名
予算額

（万円）

前年度比

（％）

一般会計 183 億 4,000 25.9

特　

別　

会　

計

国 民 健 康 保 険 24 億 6,043 3.5

公 共 下 水 道 事 業 13 億 4,655 2.3

山形鉄道運営助成事業 1 億 5,999 0.9

農業集落排水事業 1 億 8,053 18.2

訪 問 看 護 事 業 3,257 △ 6.5

介 護 保 険 32 億 6,263 1.4

浄 化 槽 事 業 1 億 6,516 2.5

後 期 高 齢 者 医 療 3 億 3,966 1.3

宅 地 開 発 事 業 282 △ 93.7



( 下記以外については全会一致で可決されています )平成31年３月定例会議案等に対する賛否一覧表

※リノベーション：機能を刷新し、新しい価値を生み出す改修のこと。
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富
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広
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秀　

一
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席
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光　

男

安　
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隆

町　

田　

義　

昭

 

渋　

谷　

佐　

輔

議案第１号　平成31年度一般会計予算
原案

可決
13：１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ － ○ ○ ○

議案第２号　平成31年度国民健康保険特別会計予算
原案

可決
13：１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ － ○ ○ ○

議案第７号　平成31年度介護保険特別会計予算
原案

可決
13：１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ － ○ ○ ○

議案第10号　平成31年度宅地開発事業特別会計予算
原案

可決
12：２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ － ○ ● ○

議案第43号
　 平成30年度宅地開発事業特別会計補正

予算第₁号

原案

可決
12：２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ － ○ ● ○

賛否が分かれたものについて掲載しています。 ○は賛成、●は反対、議長 ( 渋谷佐輔）は採決に加わらない。

  ★平成31年３月定例会に提出されたすべての議案等の議決結果は市議会のホームページに掲載しています。

◆旧長井小学校第一校舎活用事業（4,580万円）

　概要：歴史的建造物リ
※

ノベーションによるまちづくり促進事業

◆オリンピック・パラリンピックホストタウン事業
　（5,142万円）

　概要：タンザニア選手団の受け入れ、訪問団の派遣

◆水陸両用バス運行・遊覧船運航事業（1,562万円）
　概要：長井ダム百秋湖で水陸両用バスと遊覧船を運航

◆福祉型小さな拠点づくり事業（100万円）
　概要：住民団体が主体的に取り組む福祉拠点づくりに対して助成

◆観光ＰＲ事業等（1,598万円）
　概要：誘客強化、商業活性化事業等

◆人材・誘致育成事業（1.056万円）
　概要：Ｕターン促進事業、ビジネスチャレンジコンテスト事業等

◆防災・安全交付金事業（280万円）
　概要：防災マップの作成、危険なブロック塀の除去等に対し助成

試験運行された水陸両用バス

改修予定の市民文化会館

○指定管理者の指定について（市内６地区コミュニティセンター、平野児童センター等）

　→指定管理者を指定し、各施設の管理を行わせるため提案

○市道路線の認定について

　→宅地開発事業完了に伴い、寄附等を受けた２路線を認定するため提案

○長井市障がいのある人もない人も共に生きるまちづくり条例の設定について

　→障がいの有無によって分け隔てられることなく、共生する社会の実現に向けた施策を推進するため提案

○長井市公民館の設置及び管理に関する条例を廃止する条例の設定について

　→市内₆地区公民館すべてがコミュニティセンターに移行することに伴い提案

3

ソ フ ト 事 業

主な一般議案



※通所型サービスＣ型：自立した生活を送るための身体機能の向上や栄養改善等のプログラム。
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討論

4

◆平成31年度　一般会計予算

◆平成31年度　国民健康保険特別会計予算

◆平成31年度　介護保険特別会計予算

◆平成31年度　宅地開発事業特別会計予算

反対

反対

反対

反対

今泉春江 議員

今泉春江 議員

今泉春江 議員

今泉春江 議員

金子豊美 議員

宇津木正紀 議員

宇津木正紀 議員

平　進介 議員

　概ね市民に貢献する予算になっていると思うが、市庁

舎整備事業に再考の余地はなく、駅南敷地に進められよ

うとしている。さらに問題は、駅前整備事業₇億2,600

万円が計上されたことである。道路の危険を回避するた

め整備するという説明だが、危険な場所になぜ建設する

のか。大型公共施設建設が次々と予定されているが、市

民の暮らしや福祉が後退してはならない。除雪や消雪道

路整備、18歳までの医療費無料化、特養ホームの増設な

どを優先して進めるべきで、これらを強く要望する。

　非正規雇用者や自営業者、無職の人らが加入する国民

健康保険は、₄人に１人が加入し国民皆保険の医療制度

の重要な柱となっている。しかし、国庫負担の削減や抑

制で国の責任が後退し、さらに加入者の貧困化、高齢化

が進み国保税の負担がますます重くなっているため、国

に負担増を求めていかなければならない。国保税が高く

なる要因の一つである均等割は子育て支援に逆行すると

指摘され、独自に減免する自治体が増えている。均等割

の減免と高すぎる国保税の引き下げを求める。

　介護保険は昨年第₇期の計画が示され、保険料が引き

上げられた。介護保険料は所得税、住民税、国保税に比

べ逆進性が強く、低所得者にとっては重い負担になって

いる。国は年金、医療費など社会保障の削減を進め、今

年の10月から消費税が10％となれば、生活はさらに苦し

くなり、低所得者の高齢者世帯の保険料は重い負担とな

り、限界に達している。市町村は生存権の保障を定めた

憲法25条の精神に立ち、一般会計から繰り入れ、引き下

げをすべきである。

　市が宅地を造成し、販売することは、市民の住宅要求

に対応している。市外からの転入も見込まれ、人口減少

対策の一つの施策ともなり、住宅の建設による市内の建

設業者への経済効果が期待され、建て主には補助助成な

どがあり、大きな利点がいくつもある。宅地造成に反対

ではなく、評価すべき取り組みだと思う。

　しかし、みずはの郷宅地分譲にかかわる住民訴訟裁判

の結果が出ていない状況で、その教訓が生かされないま

まの事業には賛成できない。

　新市庁舎建設、市民文化会館の大規模改修等の着工に

伴い過去最大規模の予算となっているが、予算編成にあ

たっては、国の制度の活用や最も有効な事業手法を取り

入れるなど財源対策を行い、交付税措置のある起債の中

から最も有利な起債を選択するなど、後年度の財政負担

にも配慮している。

　「“今と未来をつなぐ”長井創生の新たなチャレンジ」

をテーマとする平成31年度施政方針を実行していくため

には、必要な予算と考える。

　歳出総額約24億6,043万円のうち、被保険者への療養

給付費等に準備される療養諸費約14億₆千万円、疾病重

症化予防事業に517万₉千円。また、健康づくりに寄与

する健康教室委託料や医療費通知事業、後発医療品通知

事業などで626万₄千円。さらに、一般会計繰出金とし

て検査項目追加事業、疾病重症化予防事業、若年者健診

事業1,009万₆千円を計上している。いずれも被保険者

への医療費支援や健康と命を守るための予算である。

　要支援・介護予防の必要な対象者への事業として、専

門職による短期集中の通
※

所型サービスＣ型や運動機能向

上を目的とする半日型の短時間デイサービスを増やし、

また、基準緩和された生活支援サービスの家事支援の利

用増加にも対応する。さらに、高齢者が活躍できる社会

参加の場所、助け合い活動を進めるための地域主体の活

動への補助金を交付する新規事業など、いずれも介護予

防や被保険者への支援を進めるための予算となってい

る。

　宅地開発事業は、「長井市まち・ひと・しごと創生総

合戦略」の一環で実施するもので、少子化や転出による

人口減少を抑え、長井で子どもを産み育てたいという希

望を叶える子育て支援や教育環境の整備に向け、ポイン

トを絞り込みながら行うものである。

　₄月から全地区がコミュニティセンターとなり、計画

には宅地開発構想もある。周辺部でも子育てをしやすく、

各地区全域が「小さな拠点」として機能発揮できるよう

今後の宅地開発計画を策定願いたい。

賛成

賛成

賛成

賛成

採決前、案件に

賛成・反対の意

見表明をします
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試
験
運
航
を
検
証
し

最
適
な
方
法
を
検
討

省
力
化
を
図
り
、
維
持
管
理
費

の
削
減
が
可
能

水
陸
両
用
バ
ス
と
遊
覧
船
の

本
格
的
実
施
は
慎
重
に

大
規
模
な
公
共
施
設
の

維
持
管
理
が
身
近
な
安
全

対
策
に
影
響
し
な
い
か

小関　秀一

金子　豊美

Ｑ
．
２
０
２
０
年
か
ら
本
格
的
に

実
施
予
定
の
、
水
陸
両
用
バ
ス
と

遊
覧
船
の
運
航
に
つ
い
て
、
今
回

行
わ
れ
る
28
日
間
の
試
験
運
航
を

参
考
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら

デ
ー
タ
の
集
約
、
事
業
費
の
精
査

を
行
い
、
財
源
を
含
め
て
慎
重
に

検
討
、
判
断
す
べ
き
で
は
な
い
で

す
か
。

Ａ
．
な
が
い
百
秋
湖
の
魅
力
を
活

か
し
た
両
事
業
は
、
観
光
の
目
玉

に
位
置
づ
け
て
お
り
、
今
回
の
試

験
運
航
を
十
分
検
証
し
た
う
え
で
、

最
適
で
持
続
可
能
な
方
法
を
検
討

し
、
２
０
２
０
年
か
ら
本
格
運
航

Ｑ
．
公
共
施
設
等
整
備
計
画
の
当

初
概
算
事
業
費
約
１
４
１
億
円
が
、

各
施
設
の
計
画
が
進
む
に
つ
れ
て

増
大
し
て
い
ま
す
。
建
物
を
除
く

道
路
、
河
川
等
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

に
は
23
億
円
程
度
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
現
時
点
で
の
施
設

等
整
備
計
画
の
概
算
事
業
費
の
合

計
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

　

ま
た
、
新
た
な
各
施
設
の
維
持

管
理
、
旧
施
設
の
管
理
計
画
、
試

算
は
し
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

Ａ
．
事
業
費
用
は
、
各
施
設
の
実

施
設
計
を
経
て
、
財
源
も
含
め
て

概
ね
確
定
し
た
段
階
で
市
民
や
議

を
目
指
し
ま
す
。

Ｑ
．
子
育
て
世
代
の
定
着
に
は
、
住

環
境
の
整
備
も
欠
か
せ
な
い
と
の

こ
と
か
ら
、
10
年
間
の
宅
地
開
発

事
業
計
画
を
策
定
し
な
が
ら
着
手

し
て
い
く
と
の
こ
と
で
す
が
、
南

北
中
学
校
の
生
徒
数
も
含
め
市
全

体
の
バ
ラ
ン
ス
等
、
考
慮
す
べ
き

点
が
多
く
あ
る
と
思
い
ま
す
。
宅

地
開
発
事
業
計
画
策
定
は
、
よ
り

積
極
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
で
す
か
。

Ａ
．
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
プ
ラ
ス

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
小
さ
な
拠
点
づ

く
り
を
踏
ま
え
、
中
央
地
区
で
の

大
規
模
な
分
譲
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
周
辺
で
の
小
規
模
な
宅

地
開
発
に
つ
い
て
、
そ
の
方
向
性

や
実
現
性
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
．
こ
れ
ま
で
４
年
間
参
事
制
度

を
導
入
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の

た
び
多
く
の
参
事
が
退
職
す
る
予

定
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
参
事
制
度

の
よ
い
点
と
課
題
は
何
で
す
か
。

Ａ
．
重
要
課
題
の
解
決
、
政
策
決
定

に
有
効
で
し
た
。
課
題
は
部
門
の

ト
ッ
プ
と
し
て
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

が
不
足
し
て
い
た
こ
と
で
す
。
政

策
、
施
策
の
決
定
に
機
能
す
る
参

事
制
度
を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。

会
に
お
示
し
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
設
備
の
省
力
化
を
図
り
、

現
在
の
維
持
管
理
を
下
回
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ
．
将
来
に
わ
た
る
市
民
へ
の
行

政
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
、
定
年

延
長
を
見
据
え
、
退
職
後
の
経
験

豊
富
な
再
任
用
職
員
の
配
置
や
役

割
、
併
せ
て
現
在
の
参
事
制
度
の

検
証
を
踏
ま
え
た
今
後
の
基
本
方

針
を
伺
い
ま
す
。

Ａ
．
再
任
用
職
員
の
多
様
な
知
識

や
経
験
を
活
か
し
、
意
欲
を
も
っ

て
能
力
を
効
果
的
に
発
揮
で
き
る

よ
う
に
努
め
ま
す
。
参
事
制
度
に

つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が

山
積
す
る
中
で
、
そ
の
役
割
は
重

要
で
あ
り
当
面
継
続
し
ま
す
。

Ｑ
．
昨
年
、
市
内
で
死
亡
事
故
が

発
生
し
ま
し
た
。
防
犯
灯
の
設
置

等
、
通
学
路
の
安
全
対
策
や
市
道

へ
の
歩
道
設
置
、
ま
た
、
グ
リ
ー

ン
ベ
ル
ト
設
置
な
ど
、
今
後
の
整

備
計
画
を
伺
い
ま
す
。

Ａ
．
防
犯
灯
に
つ
い
て
は
、
百
閒

通
り
な
ど
に
早
め
に
整
備
し
ま
す
。

歩
道
は
、
各
小
・
中
学
校
に
近
接

区
間
は
設
置
済
み
で
あ
り
、
グ
リ

ー
ン
ベ
ル
ト
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

今
後
も
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

グリーンベルトが設置された通学路 観光の目玉として期待される遊覧船

長井創生代表

緑風会代表

5

答　弁

答　弁

一

般

質

問

市
政
全
般
に
つ
い
て
、
　
12
名
の
議
員
が
質
問
し
ま
し
た
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ま
ち
な
か
の
賑
わ
い
と
子
育
て

環
境
の
充
実
に
向
け
て

信
号
機
以
外
の
交
通
安
全

対
策
を
講
ず
る

複
合
施
設
の

用
地
取
得
計
画
は

谷
地
橋
交
差
点
に

点
滅
式
信
号
機
を

蒲生　光男

赤間　泰広

Ｑ
．昨
年
９
月
の
一
般
質
問
で「
谷

地
橋
西
側
通
学
路
に
な
ぜ
信
号
機

を
設
置
で
き
な
い
の
か
」
と
質
問

し
ま
し
た
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由

か
ら
信
号
機
の
設
置
は
難
し
い
と

の
答
弁
で
し
た
。
交
通
事
故
多
発

箇
所
で
危
険
な
場
所
で
あ
る
こ
と

は
警
察
で
も
十
分
認
識
さ
れ
て
い

ま
す
。
質
問
後
も
私
が
認
識
し
て

い
る
だ
け
で
２
件
の
交
通
事
故
が

起
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。
誠
に
遺

憾
で
す
。
こ
の
ま
ま
見
過
ご
す
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
早
急
な
対
応

を
求
め
ま
す
。

Ａ
．
せ
め
て
点
滅
式
信
号
機
を
設

置
で
き
な
い
か
と
の
質
問
で
す
が
、

警
察
に
よ
れ
ば
、
現
在
点
滅
式
信

号
機
の
新
設
は
せ
ず
、
撤
去
す
る

方
針
と
の
こ
と
で
す
。
こ
れ
ま
で

同
様
、
信
号
機
以
外
の
交
通
安
全

対
策
を
講
じ
ま
す
。

Ｑ
．
市
の
行
政
窓
口
で
も
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
電
子
マ
ネ
ー
に

よ
る
支
払
い
が
で
き
な
い
か
と
、

市
民
の
方
か
ら
ご
提
言
が
あ
り
ま

し
た
。
今
後
、
早
急
に
検
討
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

Ａ
．
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
は
、
利

用
手
数
料
や
初
期
費
用
の
面
か
ら

早
期
導
入
は
難
し
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
電
子
マ
ネ
ー
に
つ
い
て
は
、

窓
口
手
数
料
で
は
、
利
便
性
や
効

果
な
ど
十
分
な
検
討
が
必
要
で
す

が
、
市
税
等
の
収
納
は
、
平
成
31

年
度
か
ら
導
入
予
定
で
す
。

Ｑ
．
平
成
31
年
度
国
土
強
靭
化
計

画
予
算
「
３
か
年
緊
急
対
策
」
を

利
用
し
て
消
防
団
の
装
備
品
を
さ

ら
に
充
実
し
て
は
ど
う
で
す
か
。

Ａ
．
必
要
な
資
機
材
の
種
類
・
個

数
等
に
つ
い
て
消
防
団
幹
部
と
協

議
し
、
整
備
の
充
実
を
検
討
し
ま

す
。

谷地橋西側交差点 改築予定の公立置賜長井病院

Ｑ
．
老
朽
化
が
著
し
い
公
共
施
設

は
、
建
て
替
え
か
大
規
模
改
修
を

余
儀
な
く
さ
れ
、
そ
の
投
資
額
は

過
去
に
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
も

の
と
な
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。
市
役
所
を
は
じ
め
長
井
病

院
、
給
食
調
理
場
に
文
化
会
館
の

改
修
、
そ
し
て
複
合
施
設
計
画
は

事
業
規
模
が
多
く
な
る
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
施
設
整
備

に
つ
い
て
、
庁
舎
や
病
院
の
計
画

事
業
は
わ
か
り
ま
す
が
、
複
合
施

設
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
な
展
開

に
な
る
の
か
、
特
に
取
得
予
定
の

土
地
の
そ
の
後
の
経
過
は
ど
う
な

る
の
か
伺
い
ま
す
。

Ａ
．
平
成
31
年
度
か
ら
５
年
間
の

都
市
再
生
整
備
計
画
事
業
の
一
つ

に
、「
子
育
て
世
代
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
」
と
「
多
機
能
型
図
書
館
」
を

合
築
し
た
公
共
複
合
施
設
を
計
画

し
て
い
ま
す
。
建
設
予
定
地
と
し

て
は
、
市
役
所
新
庁
舎
の
南
側
の

グ
ン
ゼ
㈱
の
敷
地
を
お
借
り
し
て
、

グ
ン
ゼ
㈱
に
建
物
を
建
て
て
も
ら

い
、
市
が
買
い
取
る
Ｐ

※

Ｐ
Ｐ
方
式

で
行
う
方
向
で
協
議
中
で
す
。

Ｑ
．
経
営
資
源
が
中
央
部
に
偏
っ

て
い
な
い
か
、
郡
部
の
整
備
計
画

は
あ
る
の
か
伺
い
ま
す
。
全
体
で

人
は
減
り
、
郡
部
で
は
広
範
な
面

積
の
中
で
密
度
が
薄
く
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
人
口
１
万
人
を
割
っ
た

と
し
て
も
居
住
権
は
侵
害
で
き
ず
、

上
下
水
道
も
除
雪
面
積
も
変
わ
ら

ず
郡
部
の
要
望
も
あ
り
ま
す
。

Ａ
．
長
井
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
方

向
性
と
し
て
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま

ち
づ
く
り
と
小
さ
な
拠
点
づ
く
り

を
進
め
て
い
ま
す
。
中
心
市
街
地

と
周
辺
部
が
連
携
し
、
集
中
し
た

投
資
に
よ
り
、
ま
ち
の
魅
力
や
市

民
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
、
暮
ら

し
や
す
い
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
に
努
め
ま
す
。

フォーラム21代表
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現 長井市役所本庁舎まちなかフットパスルート

交
流
人
口
の
拡
大
、

賑
わ
い
づ
く
り
に
活
か
す

交
通
量
増
加
予
想

に
よ
り
駅
前
拡
幅

市
庁
舎
建
設

狭
い
敷
地
が
問
題

フ
ッ
ト
パ
ス
を
今
後

ど
う
活
か
し
て
い
く
の
か

浅野　敏明

今泉　春江

Ｑ
．
駅
南
の
敷
地
が
狭
い
た
め
に

車
の
出
入
り
が
危
険
と
の
理
由
で
、

駅
前
線
整
備
事
業
に
約
７
億
円
が

計
上
さ
れ
ま
し
た
が
、
狭
い
駅
南

敷
地
に
市
庁
舎
を
建
設
す
る
か
ら

問
題
が
起
き
る
の
で
は
な
い
で
す

か
。
ま
た
、
市
庁
舎
へ
の
国
の
建

設
補
助
金
交
付
形
態
は
ど
う
な
り

ま
す
か
。

Ａ
．
今
後
の
駅
前
街
路
事
業
、
長

井
駅
と
一
体
と
な
っ
た
市
庁
舎
、

公
共
複
合
施
設
へ
の
利
便
性
や
安

全
性
を
追
及
し
た
う
え
で
、
平
成

30
年
度
に
策
定
し
ま
し
た
。
基
本

設
計
で
は
総
事
業
費
43
億
５
千
万

Ｑ
．
こ
の
た
び
全
国
で
「
か
わ
ま
ち

づ
く
り
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
多

く
の
自
治
体
の
中
か
ら
、
長
井
市

が
「
か
わ
ま
ち
大
賞
」
に
認
定
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
フ
ッ
ト
パ

ス
に
よ
る
地
域
づ
く
り
の
実
践
と

「
か
わ
と
ま
ち
」
を
つ
な
ぐ
フ
ッ
ト

パ
ス
の
取
り
組
み
が
高
く
評
価
さ

れ
た
も
の
で
す
が
、
今
後
フ
ッ
ト

パ
ス
を
ま
ち
づ
く
り
に
ど
う
活
か

し
て
い
く
の
で
す
か
。
ま
た
、
多

く
の
方
が
長
井
フ
ッ
ト
パ
ス
を
体

験
で
き
る
活
性
化
の
取
り
組
み
の

一
つ
と
し
て
、
認
定
を
記
念
し
た

「
東
北
フ
ッ
ト
パ
ス
シ
ン
ポ
ジ
ウ

円
で
し
た
が
、
緊

※

防
債
活
用
等
か

ら
床
面
積
が
増
加
し
、
総
事
業
費

は
53
億
円
と
な
り
、
９
億
５
千
万

円
の
増
と
な
り
ま
す
。
交
付
税
は

12
億
８
０
０
万
円
で
す
。

Ｑ
．
高
す
ぎ
る
国
民
健
康
保
険
税

が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
国
保

税
が
著
し
く
高
く
な
る
要
因
は
、

国
保
に
し
か
な
い
「
均
等
割
」「
平

等
割
」
に
あ
り
ま
す
。
法
定
外
繰

り
入
れ
で
国
保
税
の
引
き
下
げ
と

「
平
等
割
」
の
免
除
の
取
り
組
み

を
進
め
る
べ
き
で
す
。

Ａ
．
平
成
35
年
度
か
ら
３
方
式
へ

移
行
す
る
た
め
、
平
成
31
年
度
か

ら
税
制
改
正
の
検
討
を
始
め
ま
す

の
で
、
そ
の
中
で
判
断
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
18
歳
ま
で
の
医
療
費
無
料
化

は
、県
内
で
は
真
室
川
町
、鮭
川
村
、

戸
沢
村
は
平
成
30
年
４
月
か
ら
、

尾
花
沢
市
、
寒
河
江
市
は
７
月
か

ら
実
施
さ
れ
、
置
賜
全
町
で
も
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。
少
年
議
会
な

ど
で
も
要
望
さ
れ
て
お
り
、
長
井

市
で
も
実
施
の
取
り
組
み
が
必
要

で
、
優
先
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

Ａ
．
近
隣
の
市
町
の
動
向
や
子
育

て
世
帯
の
負
担
軽
減
を
考
慮
し
、

平
成
32
年
度
実
施
を
目
指
し
ま
す
。

ム
」
を
開
催
し
て
は
ど
う
で
す
か
。

Ａ
．
ま
ち
な
か
の
賑
わ
い
づ
く
り
、

交
流
人
口
の
拡
大
の
た
め
、「
川

の
み
な
と
長
井
」
や
「
や
ま
が
た

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
観
光
局
」
を
中
心

に
連
携
を
強
化
し
、
ま
ち
づ
く
り

に
活
か
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

「
東
北
フ
ッ
ト
パ
ス
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

の
開
催
に
つ
い
て
は
、
長
井
市
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
い
い
機
会
で
す
の

で
、
検
討
を
進
め
ま
す
。

Ｑ
．
置
賜
圏
域
の
活
性
化
の
取
り

組
み
の
一
つ
と
し
て
、
長
井
線
か

ら
米
沢
駅
ま
で
の
直
行
運
行
を
検

討
し
て
は
ど
う
で
す
か
。
ま
た
、
左

沢
線
と
乗
換
え
な
し
で
結
ば
れ
る

こ
と
で
内
陸
循
環
交
通
に
つ
な
が

り
、
広
域
連
携
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
と
し
て
「
Ｄ

※

Ｍ
Ｖ
」
の
実
施
運

行
を
検
討
し
て
は
ど
う
で
す
か
。

Ａ
．
直
行
運
行
は
、
高
校
通
学
や

東
京
出
張
な
ど
大
変
便
利
に
な
り
、

地
域
活
性
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
が
、

運
行
車
両
の
確
保
や
Ｊ
Ｒ
へ
の
乗

入
費
用
な
ど
多
く
の
課
題
が
あ
り
、

慎
重
に
検
討
し
ま
す
。
デ
ュ
ア
ル

モ
ー
ド
ビ
ー
ク
ル
（
Ｄ
Ｍ
Ｖ
）
は
、

平
成
31
年
度
に
「
実
車
展
示
・
運

行
実
証
事
業
」
を
実
施
し
、
地
域

住
民
の
機
運
醸
成
を
図
り
ま
す
。

日本共産党
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制
度
を
活
用
し
た
特
定
空
家

の
解
体
促
進
を
図
る

空
き
家
の
除
去
費
用

８
割
補
助
の
活
用
を

宇津木正紀

Ｑ
．
危
険
等
で
認
定
さ
れ
た
特
定

空
家
を
民
間
で
解
体
し
た
場
合
は
、

ど
の
く
ら
い
国
・
市
の
財
政
支
援

が
受
け
ら
れ
、
民
間
の
方
の
負
担

は
ど
の
く
ら
い
で
す
か
。

Ａ
．
長
井
市
特
定
空
家
除
去
補
助

金
は
、
１
２
０
万
円
を
上
限
と
し

て
お
り
、
う
ち
60
万
円
が
国
か
ら

の
交
付
金
、
残
り
60
万
円
が
市
か

ら
の
補
助
金
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
．
特
定
空
家
の
解
体
・
除
去
に

関
す
る
補
助
制
度
を
お
知
ら
せ
す

る
文
書
に
は
、「
解
体
費
用
の
８

割
補
助
あ
り
」
と
大
き
く
見
出
し

を
つ
け
、
さ
ら
に
、「
１
５
０
万

円
の
解
体
費
用
の
う
ち
１
２
０
万

円
を
補
助
」
な
ど
と
具
体
的
な
金

額
も
掲
載
し
た
ら
い
か
が
で
す
か
。

Ａ
．
本
補
助
金
は
、
非
常
に
高
率

高
額
な
補
助
制
度
で
す
の
で
、
徹

底
し
た
周
知
を
行
い
、
こ
の
制
度

を
活
用
し
た
特
定
空
家
の
解
体
促

進
を
図
り
ま
す
。

Ｑ
．
昨
年
２
月
「
最
上
川
上
流
域

に
お
け
る
長
井
の
町
場
景
観
」
が

国
の
重
要
文
化
的
景
観
に
選
定
さ

れ
ま
し
た
。整
備
計
画
の
策
定
は
、

重
要
な
構
成
要
素
建
築
物
の
具
体

的
な
進
め
方
を
定
め
、
構
成
要
素

の
民
間
所
有
者
と
協
議
し
な
が
ら

進
め
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
修
復

修
理
や
修
景
工
事
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
調
査
し
、
計
画
を
策
定
し

て
い
く
の
で
す
か
。

Ａ
．
平
成
31
年
度
は
構
成
要
素
と

な
る
建
造
物
等
の
復
旧
修
理
に
必

要
な
整
備
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

所
有
者
の
ご
意
向
を
伺
い
、
調
査

検
討
委
員
会
の
有
識
者
か
ら
ご
意

見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
計
画
に
反

映
さ
せ
ま
す
。
エ
リ
ア
全
体
で
互

い
の
魅
力
を
発
揮
で
き
る
方
策
を

検
討
し
、
説
明
看
板
や
標
識
の
設

置
な
ど
に
よ
り
周
知
に
努
め
ま
す
。

田
舎
＆
ま
ち
な
か
暮
ら
し

の
特
徴
を
活
か
し
好
評

お
試
し 

「
長
井
」
暮
ら
し

の
評
価
は

内谷　邦彦

Ｑ
．
お
試
し
「
長
井
」
暮
ら
し
と

し
て
、
県
外
の
方
を
対
象
に
、
２

泊
の
宿
泊
費
を
無
料
と
し
て
、
農

家
民
宿
や
定
住
促
進
住
宅
を
提
供

し
て
い
ま
す
が
、
利
用
者
の
評
判

は
ど
う
で
す
か
。

　

宿
泊
に
は
、
定
住
促
進
住
宅
の

よ
う
な
集
合
住
宅
で
は
な
く
、
一

軒
家
を
提
供
す
る
方
が
田
舎
暮
ら

し
と
し
て
は
魅
力
的
と
思
い
ま
す

が
ど
う
で
す
か
。

Ａ
．
ご
利
用
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や

ヒ
ア
リ
ン
グ
に
よ
り
、
田
舎
暮
ら

し
を
体
験
い
た
だ
く「
農
家
民
宿
」

及
び
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
の
検
討
・
準

備
を
し
て
い
た
だ
く
「
定
住
促
進

住
宅
」
は
、
利
用
者
の
目
的
に
合
致

し
総
じ
て
満
足
と
の
回
答
で
す
。

ま
た
、
民
宿
や
移
住
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
の
丁て

い

寧ね
い

な
対
応
な
ど
も
、
大

変
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

Ｑ
．
長
井
工
業
高
等
学
校
へ
の
入

学
志
願
者
を
増
や
す
取
り
組
み
と

し
て
、以
前
の
質
問
の
答
弁
で「
市

内
の
企
業
が
持
つ
資
料
を
利
用
し
、

小
・
中
学
生
を
対
象
に
職
業
講
話

を
行
う
」
と
の
こ
と
で
し
た
が
、

そ
の
後
の
状
況
を
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
の
重
要
事
業
要
望

と
し
て
「
長
井
工
業
高
等
学
校
へ

の
専
攻
科
設
置
」
を
県
に
要
望
し

て
い
ま
す
が
、
現
在
の
状
況
を
伺

い
ま
す
。

Ａ
．
平
成
30
年
度
に
、
中
学
１
年

生
の
総
合
的
な
学
習
で
、
市
内
の

製
造
に
関
わ
る
企
業
11
社
を
訪
問

し
、
職
業
に
関
す
る
体
験
学
習
を

実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
県
に
お

い
て
、
長
井
工
業
高
等
学
校
に
対

す
る
文
科
省
の
高
校
改
革
事
業
の

申
請
に
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
事
業
で
、
専
攻
科
設
置

以
上
に
長
井
工
業
高
等
学
校
の
存

在
を
高
め
て
ま
い
り
ま
す
。

東山からの長井の町場景観

答　弁

市外からの「長井」暮らしを募集
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※マルトリートメント：子どもの心や身体の健全な成長・発達を阻む不適切な養育のこと。

令和元年 5 月１日発行〈第125号〉  ながい市議会だより

子
育
て
支
援
医
療
制
度
の

高
校
生
ま
で
の
拡
大
を
検
討

少
子
化
対
策
の
た
め

子
育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
を

渡部　秀樹

Ｑ
．
子
育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
は
、

子
育
て
中
の
世
帯
に
と
っ
て
は
安

心
に
つ
な
が
り
、
こ
れ
か
ら
家
庭

を
築
く
若
者
に
と
っ
て
も
明
る
い

希
望
が
も
て
る
支
援
に
な
り
ま
す
。

少
子
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、
学

校
給
食
費
を
無
償
化
で
き
な
い
で

す
か
。
ま
た
、
子
育
て
支
援
医
療

制
度
を
高
校
生
ま
で
拡
大
で
き
な

い
で
す
か
。
さ
ら
に
、
現
状
に
お

い
て
不
可
能
な
場
合
、
第
二
、
第

三
子
以
降
な
ど
段
階
的
な
支
援
は

で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
．
給
食
費
に
つ
い
て
は
、
補
助

と
い
う
形
で
安
価
に
抑
え
な
が
ら

質
の
高
い
給
食
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
子
育
て
支
援
医
療
制
度
の
高

校
生
ま
で
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、

段
階
的
に
で
は
な
く
、
全
員
対
象

と
し
て
平
成
32
年
度
を
め
ど
に
実

施
に
向
け
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
企
業
誘
致
に
つ
い
て
、
現
在

ど
の
よ
う
な
事
業
を
行
っ
て
い
る

の
で
す
か
。
ま
た
、
今
後
ど
の
よ

う
な
事
業
展
開
を
検
討
し
て
い
る

の
で
す
か
。

Ａ
．
本
市
に
は
ま
と
ま
っ
た
工
業

用
地
が
な
く
、
小
規
模
な
企
業
以

外
は
誘
致
活
動
が
困
難
で
す
。
高

規
格
道
路
が
接
続
す
る
今
泉
地
内

を
候
補
と
し
、
企
業
需
要
等
を
平

成
31
年
度
に
調
査
し
ま
す
。

Ｑ
．
地
域
活
性
化
や
文
化
振
興
、

観
光
振
興
を
目
的
と
し
て
、
映
画

や
ド
ラ
マ
の
撮
影
を
誘
致
す
る「
フ

ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
の
現
状

と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
お
聞
き

し
ま
す
。

Ａ
．
現
状
は
、
制
作
会
社
か
ら
直

接
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
協
力
し
て

い
ま
す
。
今
後
は
山
形
鉄
道
と
と

も
に
や
ま
が
た
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
観

光
局
を
通
じ
ロ
ケ
地
と
し
て
の
Ｐ

Ｒ
に
も
努
め
ま
す
。

基
礎
基
本
を
身
に
つ
け

世
界
で
活
躍
で
き
る
人
材
に

学
校
教
育
の
こ
れ
か
ら
は

梅津　善之

Ｑ
．
学
校
と
は
何
の
た
め
に
あ
る

の
か
を
も
う
一
度
考
え
直
す
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

宿
題
や
中
間
・
期
末
テ
ス
ト
の

廃
止
、
ク
ラ
ス
担
任
制
の
考
え
方

を
見
直
す
こ
と
は
可
能
で
す
か
。

　

ま
た
、
自
律
の
た
め
の
教
育
と

は
何
で
す
か
。
さ
ら
に
、
未
来
の

子
ど
も
た
ち
に
必
要
な
力
は
何
か

を
伺
い
ま
す
。

Ａ
．
各
学
校
で
は
、
宿
題
や
テ
ス

ト
、
担
任
制
の
よ
さ
や
必
然
性
を

確
認
し
な
が
ら
教
育
を
進
め
て
い

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
は
主
体
的

に
学
び
、
英
語
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
を
活
用
し
、
世
界
で
活
躍
で
き

る
人
材
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

Ｑ
．
幼
少
期
か
ら
子
ど
も
の
健
全

な
心
の
育
成
と
健
全
な
親
子
関
係

を
築
く
た
め
、
マ

※

ル
ト
リ
ー
ト
メ

ン
ト
の
指
導
や
、
家
庭
内
で
の
不

適
切
な
親
子
関
係
を
事
前
に
把
握

し
て
適
切
に
対
応
で
き
る
シ
ス
テ

ム
は
あ
る
の
で
す
か
。
ま
た
、
幼

稚
園
、
児
童
セ
ン
タ
ー
、
学
童
ク

ラ
ブ
、
保
育
園
、
学
校
な
ど
の
連

携
体
制
は
あ
る
の
で
す
か
。

Ａ
．
子
育
て
の
悩
み
や
虐

ぎ
ゃ
く

待た
い

リ
ス

ク
に
目
を
向
け
た
情
報
提
供
や
相

談
業
務
を
行
い
な
が
ら
、
庁
内
外

の
医
療
・
福
祉
・
保
健
・
教
育
・
子
育

て
・
警
察
等
の
関
係
機
関
が
連
携

し
、
家
庭
に
寄
り
添
っ
た
切
れ
目

な
い
支
援
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
イ
ノ
シ
シ
、
タ
ヌ
キ
、
ハ
ク

ビ
シ
ン
、
ク
マ
な
ど
に
よ
る
鳥
獣

被
害
対
策
は
、
広
域
的
な
対
策
と

各
地
区
や
団
体
と
の
連
携
の
強
化

が
必
要
で
は
な
い
で
す
か
。

Ａ
．
追
い
払
い
に
よ
る
被
害
防
除

や
緩
衝
帯
の
整
備
、
有
害
捕
獲
が

対
策
と
し
て
重
要
で
す
。
併
せ
て
、

地
域
が
主
体
と
な
り
地
域
の
実
情

に
合
っ
た
対
策
を
作
り
上
げ
て
い

く
こ
と
が
大
切
と
考
え
ま
す
。 

集中力を高めるための授業前の音読 子育て支援医療証

答　弁

答　弁

注　意　事　項

　　1.　この証は、あなたが医療費の助成を受けることの

　　　できる証ですから、大切に保管してください。

　　2.　この証は、保険診療のみに適用されるので、診療

　　　を受けるときは、保険証といっしょに医療機関等の

　　　窓口に提示してください。

　　3.　次のような場合には、必ず市町村に届け出てくだ

　　　さい。

　　　(1)　氏名に変更があったとき

　　　(2)　住所を変更したとき

　　　(3)　加入保険に変更があったとき

　　4.　この証を破損したり、無くしたりしたときは再交

　　　付を受けてください。

　　5.　受給の資格がなくなったときは、すみやかにこの

　　　証を市町村に返還してください。

　　6.　不正にこの証を使用した者は、刑法により詐欺罪

　　　としての処分を受けることになります。

　　7.　この証は、県外の医療機関では使用できません。

9負 担 者 番 号 5

医 療 証 番 号

交付

有 効 期 限 まで

から適用します。

山形県長井市長

交付年月日

子育て支援医療証 （一部負担金無）

＊＊ ＊＊＊

受

給

者

氏 名

生年月日

住 所

福 祉 医 療
8 3 0 6 0 0

子 
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管
理
運
営
協
議
会
と

連
携
し
誘
客
促
進
を
検
討

「
古
代
の
丘
」
へ
の

誘
客
促
進
対
策
を 平　　進介

Ｑ
．
古
代
の
丘
の
「
縄
文
そ
ば
の

館
」
が
閉
店
し
て
２
年
半
。
こ
の

４
月
か
ら
新
た
な
方
が
営
業
再
開

さ
れ
る
と
聞
き
ま
す
。
市
の
施
設

と
し
て
、
老
朽
化
し
た
調
理
器
具

等
を
更
新
し
通
年
営
業
で
き
る
支

援
策
が
必
要
で
は
な
い
で
す
か
。

Ａ
．
冷
凍
冷
蔵
庫
や
製
氷
機
な
ど

使
用
で
き
る
も
の
と
、
エ
ア
コ
ン

な
ど
故
障
し
て
い
る
も
の
が
あ
り

ま
す
。
更
新
が
必
要
な
機
器
や
負

担
に
つ
い
て
、
古
代
の
丘
管
理
運

営
協
議
会
と
打
合
せ
を
行
っ
て
い

ま
す
。

Ｑ
．
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
化

は
、「
地
域
づ
く
り
計
画
」
に
基
づ

き
、
地
域
住
民
の
知
恵
と
協
働
に

よ
り
地
域
防
災
の
拠
点
づ
く
り
や
、

地
域
福
祉
の
充
実
を
図
る
も
の
で

す
。
そ
の
活
動
を
支
援
す
る
職
員

や
館
長
に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

地
域
経
営
手
腕
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

館
長
職
は
、
現
在
の
非
常
勤
か
ら

常
勤
体
制
と
し
、
地
域
づ
く
り
を

推
進
し
て
は
い
か
が
で
す
か
。

Ａ
．
今
後
の
地
域
経
営
に
つ
な
が

る
大
変
重
要
な
仕
組
み
で
あ
り
、

館
長
職
の
体
制
の
ほ
か
職
員
の
処

遇
改
善
に
つ
い
て
も
、
各
地
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
館
長
に

ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
今
後
検

討
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

Ｑ
．
平
成
16
年
３
月
「
構
造
改
革

特
区
」
の
認
定
を
受
け
た
「
食
の
安

全
安
心
＝
レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ン
特

区
」
に
一
般
企
業
が
参
入
し
、
そ

の
土
地
賃
貸
借
契
約
が
来
年
３
月

で
満
了
と
な
り
ま
す
。
こ
の
間
の

検
証
を
す
べ
き
で
は
な
い
で
す
か
。

Ａ
．
農
地
の
有
効
利
用
や
雇
用
の

創
出
な
ど
評
価
で
き
る
点
が
あ
り

ま
し
た
。

　

契
約
満
了
後
の
話
し
合
い
を
進

め
る
中
で
、
何
ら
か
の
検
証
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

小
学
生
か
ら
の

起
業
家
庭
教
育
等
を
実
施

地
方
創
生
人
材
派
遣
制
度

の
成
果
は

鈴木富美子

Ｑ
．
若
い
人
が
長
井
に
住
み
な
が

ら
世
界
を
相
手
に
ビ
ジ
ネ
ス
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
に
は
、「
意
欲
」

「
地
頭
」「
ス
キ
ル
」
を
向
上
さ
せ

る
こ
と
が
必
要
と
言
わ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
こ
の
３
年
間
の
具
体
的

な
取
り
組
み
と
、
成
果
を
お
聞
き

し
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
マ
ホ
等
は
学
力
や
脳

の
成
長
そ
の
も
の
に
相
当
影
響
が

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

う
し
た
メ
デ
ィ
ア
対
策
と
し
て
大

切
な
こ
と
は
何
で
す
か
。

Ａ
．
読
み
聞
か
せ
と
音
読
の
定
着
、

ま
た
、
テ
レ
ビ
電
話
に
よ
る
海
外

の
方
と
の
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
英
会
話

授
業
を
導
入
し
た
こ
と
で
、
地
頭

を
向
上
さ
せ
る
取
り
組
み
を
提
供

で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

ス
マ
ホ
は
、
リ
ス
ク
と
隣
り
合

わ
せ
で
あ
る
こ
と
を
親
子
で
理
解

し
、
学
校
や
行
政
は
リ
ス
ク
を
伝

え
る
工
夫
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

Ｑ
．
放
課
後
の
子
ど
も
の
居
場
所

で
あ
る
学
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
、

特
に
学
校
の
空
き
教
室
を
利
用
し

て
い
る
学
童
ク
ラ
ブ
は
、
教
育
委

員
会
の
関
わ
り
と
保
護
者
と
の
話

し
合
い
も
必
要
な
の
で
は
な
い
で

す
か
。

Ａ
．
学
童
利
用
の
範
囲
は
学
校
と

相
談
の
う
え
決
め
て
い
ま
す
。
今

後
も
、
児
童
の
安
全
や
利
便
性
を

考
え
な
が
ら
、
各
方
面
と
連
携
し

柔
軟
な
対
応
に
努
め
ま
す
。

Ｑ
．
幼
保
小
連
携
専
門
員
の
配
置

に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
関
わ

り
方
は
改
善
さ
れ
た
の
で
す
か
。

Ａ
．
専
門
員
の
配
置
に
よ
り
、
年

長
児
の
様
子
が
詳
し
く
見
え
て
き

ま
し
た
。
４
月
か
ら
の
小
学
校
進

級
後
の
ス
ム
ー
ズ
な
生
活
の
ス
タ

ー
ト
に
力
を
注
い
で
い
き
ま
す
。

古代の丘の「縄文そばの館」

答　弁

学童クラブで楽しむ子どもたち

一

般

質

問

答　弁
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文
教
の
杜
の
入
館
者
を

増
や
す
取
り
組
み
を

公
共
施
設
整
備
に
よ
る

将
来
負
担
を
明
確
に

■平成30年度 一般会計補正予算第８号（補正予算総額₃億3,954万円）の概要

●減災基金積立金 1,380万円（地方債の償還財源積立、公債費減額相当の積立）

●置賜広域病院企業団負担金 ₁億1,148万円（患者動向の精査等に伴うもの）

●道路除雪事業 3,300万円（道路除雪のための機械借上料）

タンザニア訪問

■平成30年度 一般会計補正予算第７号（補正予算総額₁億107万円）の概要

●公共施設等整備事業 ₁億7,578万円（交付金活用のため事業年度を変更するもの）

●橋梁長寿命化修繕事業 4,177万円（国の補正に伴い、橋梁補修工事を行うもの）

●学校施設管理事業 3,743万円（長井小学校第２、第３校舎エレベーター更新工事）

令和元年 5 月１日発行〈第125号〉  ながい市議会だより

内
谷
邦
彦
委
員　

観
光
交
流
セ
ン

タ
ー
と
の
連
携
に
よ
り
、
文
教
の

杜
の
入
館
者
を
増
や
す
取
り
組
み

が
必
要
と
提
言
し
ま
し
た
が
、
今

ま
で
の
取
り
組
み
を
伺
い
ま
す
。

文
化
生
涯
学
習
課
長　

道
の
駅
で

の
文
教
の
杜
の
Ｐ
Ｒ
や
、
観
光
局

へ
の
働
き
か
け
、
ま
た
「
芳
文
庫

ギ
ャ
ラ
リ
ー
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
と

鈴
木
富
美
子
委
員　

新
年
度
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
事
業
の
対
応
や
、

事
前
合
宿
打
合
せ
の
た
め
の
予
算

が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

時
期
や
内
容
を
伺
い
ま
す
。

地
方
創
生
参
事　

長
井
マ
ラ
ソ
ン

大
会
に
タ
ン
ザ
ニ
ア
の
選
手
団
を

お
招
き
す
る
た
め
、
夏
が
適
期
と

思
っ
て
い
ま
す
。
内
容
は
検
討
中

で
す
が
、
２
０
２
０
年
を
見
据
え

意
見
交
換
と
共
に
青
少
年
の
派
遣

も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
陸
上
・

野
球
・
柔
道
な
ど
で
の
交
流
も
計

画
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

委
員　

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
サ
ミ
ッ
ト

を
受
け
て
、
長
井
市
と
し
て
ど
の

よ
う
に
取
り
組
み
、
ど
う
活
か
し

て
い
く
の
で
す
か
。

地
方
創
生
参
事　

地
域
活
性
化
に

結
び
つ
く
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
事
業
に

な
る
よ
う
に
、
ス
ポ
ー
ツ
分
野
だ

け
で
は
な
く
、
市
内
に
残
る
数
多

く
の
登
録
有
形
文
化
財
な
ど
を
初

め
と
す
る
文
化
資
源
に
も
着
目

し
、
積
極
的
に
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
も
取
り
組
み
、
レ
ガ
シ
ー
と
し

て
残
せ
る
よ
う
な
事
業
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

題
し
た
展
示
を
開
催
し
ま
し
た
。

委
員　

入
館
者
は
年
間
１
万
６
千

人
前
後
で
推
移
し
大
き
く
増
え
て

は
い
ま
せ
ん
。
所
蔵
品
を
展
示
し

た
だ
け
で
は
増
え
な
い
の
で
は
な

い
で
す
か
。
増
や
す
取
り
組
み
と

し
て
、
市
内
で
創
作
活
動
を
行
っ

て
い
る
方
々
が
自
分
の
作
品
を
展

示
し
、
欲
し
い
と
い
う
方
に
販
売

が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
ま
た

新
し
い
展
開
が
期
待
で
き
る
の
で

は
な
い
で
す
か
。

教
育
長　

現
在
は
文
教
の
杜
な
が

い
設
置
条
例
に
よ
り
、
営
利
目
的

の
使
用
は
認
め
な
い
と
し
て
い
ま

す
が
、
物
販
や
営
業
目
的
の
使
用

が
可
能
と
な
れ
ば
、
指
定
管
理
者

の
収
入
、
さ
ら
に
、
ま
ち
の
賑
わ

い
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
、
条
例

改
正
で
き
な
い
か
内
部
で
検
討
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

宇
津
木
正
紀
委
員　

い
く
つ
も
の

大
き
な
公
共
施
設
整
備
事
業
が
予

定
さ
れ
、
市
民
の
中
に
は
将
来
の

市
の
財
政
に
不
安
を
感
じ
て
い
る

人
も
い
ま
す
。
不
安
を
払
拭
さ
せ

る
た
め
に
、
あ
や
め
Ｒ
ｅ
ｐ
ｏ
や

市
報
で
、
今
の
情
報
を
で
き
る
だ

け
出
せ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

市
長　

10
年
計
画
の
見
直
し
の
際

に
、
そ
の
時
点
で
は
っ
き
り
わ
か

っ
て
い
る
も
の
は
、
詳
し
く
市
民

に
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

委
員　

平
成
31
年
度
の
企
業
誘
致

事
業
は
、
ど
ん
な
事
業
を
想
定
し

て
い
ま
す
か
。

産
業
活
力
推
進
課
長　

企
業
調
査

専
門
員
を
任
命
し
、
製
造
事
業
者

の
工
事
拡
張
や
立
地
環
境
等
の
調

査
を
行
い
ま
す
。
そ
れ
を
も
と
に
、

市
の
新
産
業
団
地
構
想
や
企
業
立

地
環
境
の
整
備
な
ど
、
各
種
支
援

施
策
の
立
案
を
進
め
る
予
定
で
す
。

委
員　

新
産
業
団
地
は
、
ど
の
あ

た
り
に
造
成
す
る
予
定
で
す
か
。

産
業
活
力
推
進
課
長　

新
潟
山
形

南
部
連
絡
道
路
が
、
市
内
の
今
泉

地
内
で
国
道
１
１
３
号
に
接
続
す

る
付
近
へ
の
設
置
を
検
討
し
て
い

ま
す
。
市
の
重
要
事
業
要
望
で
、

県
に
協
力
を
要
請
し
て
い
ま
す
。

丸大扇屋
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人
権
擁
護
委
員
の

　
　
　
　

推
薦
に
同
意

令和元年 5 月１日発行 ながい市議会だより  〈第125号〉

人　

事

（◎委員長　○副委員長）

小お

野の

卓た
く

也や 

さ
ん

　
　
　

　
（
草
岡
）
再
任

　

新
元
号
は
「
令
和
」
と
決
定
。
皇
位

継
承
前
の
新
元
号
の
公
表
は
憲
政
史
上

初
。
出
典
は
「
万
葉
集
」
で
中
国
古
典

で
な
く
国
書
（
日
本
古
典
）
か
ら
採
用

し
た
の
は
初
め
て
と
か
。
首
相
は
「
若

者
た
ち
が
大
き
な
花
を
咲
か
せ
、
希
望

に
満
ち
あ
ふ
れ
た
日
本
を
造
り
上
げ
た

い
。」
と
次
世
代
を
担
う
若
者
へ
の
期

待
を
重
ね
合
わ
せ
た
と
の
報
道
。

　

こ
の
広
報
を
お
届
け
す
る
時
に
は
、

私
た
ち
議
員
は
統
一
地
方
選
挙
で
審
判

を
受
け
て
い
ま
す
。

　

新
た
な
時
代
の
幕
開
け
と
と
も
に
市

議
会
も
市
民
の
皆
様
の
負
託
に
し
っ
か

り
と
応
え
ら
れ
る
活
動
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　

（
Ｓ
・
Ｔ
）

浅野敏明　○平　進介　　　　　　金子豊美　内谷邦彦 

　　　　　　　 鈴木富美子　◎渡部秀樹　

◎請願の提出期限は、５月22日（水）の予定です。

◎すべての会議を傍聴できます。正式な日程は、市議会のホー

　ムページなどでご確認ください。

長井市議会ホームページ 長井市議会 検索

日 月 火 水 木 金 土

5月

29 30 31

20 21

22

23 24 25

23 24 25

総務 文教

招集告示

厚生 産業・建設

26 2827

28

1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11

6月

12 13 14 15

16 17 18 19

議会運営委員会

本会議

（一般質問）

本会議

（一般質問）

本会議

（一般質問）

予算 予算

本会議（開会）

予算特別委員会

総務 文教 厚生 産業・建設

常 任 委 員 会

本会議

（表決・閉会）

次回　６月定例会の予定

22

26 27 29

常任委員会協議会

特別委員会

常任委員長会

2120

常任委員会協議会

新たな交流・学びの場として期待

旧長井小学校第一校舎

　４月27日にリニューアルオープン

予定の旧長井小学校第一校舎を視察

しました。今後は子ども向けプログ

ラムやワークショップ、教養講座な

どを開催し、新たな賑わいの拠点施

設を目指すとのことです。

酒さ
か

井い

か
ね
子こ 

さ
ん

　
　
　

　
（
中
道
）
再
任

齋さ
い

藤と
う

春は
る

美み 

さ
ん

　
　
　

　
（
成
田
）
新
任

３月８日　文教常任委員会視察

ながい市議会だより編集特別委員会

この議会だよりは、議員の自主編集により発行しています。 12

編

集

後

記

わ

だ

い
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